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第１　災　害　救　護

１　国内災害対応
（１）平成２８年 熊本地震災害
�　４月１４日（木）２１時２６分頃と１６日（土）未明の２度にわたり最
大震度７を観測した熊本地震は、死者、負傷者等の人的被害に加え、家屋
倒壊やインフラの破壊など甚大な被害をもたらしました。
�　また、大きな余震が続く中、多くの方々が長期間の避難生活を余儀なく
されました。
�　日本赤十字社は、全国規模による救護体制を敷いて、被災者のニーズに
応じた総合的・継続的な支援を実施しました。
�　当支部においても、下記により計３２人の救護班要員等を派遣し、救護
活動にあたりました。

　　ア　医療救護班　（派遣先：熊本県西原村）
　　（ア）第一班
　　　　　派遣期間：４月２４日～２６日　
　　　　　派遣人員：�１１人　長岡赤十字病院１０人（医師３．看護師長１．　

看護師２．薬剤師１．主事３）、新潟県支部１人
　　（イ）第二班
　　　　　派遣期間：５月４日～６日　
　　　　　派遣人員：�１０人　長岡赤十字病院 ９人（医師２．看護師長１．　

看護師２．薬剤師１．主事３）、新潟県支部１人

　　イ　日赤災害医療コーディネートチーム　（派遣先：熊本県熊本市　他）
　　　�　災害医療コーディネートチームは、災害救護活動において、自治体及

び救護活動に携わる各種機関・団体と日本赤十字社をつなぐ調整役とな
ります。

　　（ア）第一班
　　　　　派遣期間：４月２７日～５月１日　
　　　　　派遣人員：３人　長岡赤十字病院（医師１．看護師１．薬剤師１）
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　　（イ）第二班
　　　　　派遣期間：５月１５日～　１９日　
　　　　　派遣人員：４人　長岡赤十字病院（医師１．看護師長１．主事２）
　　ウ　熊本赤十字病院　業務支援（医療支援要員の派遣）
　　（ア）派遣期間：４月３０日～５月４日　
　　　　　派遣人員：１人　長岡赤十字病院 事務職員
　　（イ）派遣期間：５月１１日～　２４日　
　　　　　派遣人員：１人　長岡赤十字病院　看護師
　　（ウ）派遣期間：５月２３日～６月５日
　　　　　派遣人員：１人　長岡赤十字病院　看護師

　　エ　熊本県支部災害対策本部支援要員
　　　　派遣期間：４月２２日～２６日
　　　　派遣人員：１人　新潟県支部職員

熊本市内の救護所で被災者に対し診療をおこなう医療救護班医師
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（２）平成２８年 糸魚川市大規模火災
１２月２２日（木）１０時２０分頃、糸魚川市内で大規模火災が発生
しました。焼損棟数は１４７棟（全焼１２０棟、半焼５棟、部分焼２２
棟）で、焼失面積は約４０，０００㎡にもわたり、被災者は１２０世帯、
２２４人となる大火災となりました。
日本赤十字社新潟県支部は、発災直後から日赤糸魚川市地区と連携を図
り、情報収集を行うための先遣隊（支部職員）と長岡赤十字病院から災害
医療コーディネートチームを派遣、さらには、毛布等の救援物資を輸送
し、避難所において被災者へ配分しました。

　　　また、糸魚川市内の赤十字奉仕団は、救援物資の配分協力や支援物資の
　　受付や仕分け作業等、各種の被災者支援活動にあたりました。

ア　新潟県支部先遣隊　
派遣期間：１２月２２日～２３日　
派遣人員：２人　新潟県支部職員

イ　日赤災害医療コーディネートチーム
派遣期間：１２月２２日～２３日　
派遣人員：５人　長岡赤十字病院（医師１、看護師長１、看護師１、

主事２）
　
ウ　赤十字奉仕団による活動
赤十字奉仕団活動については、第４　赤十字奉仕団に掲載。

糸魚川市の避難所で救援物資の運搬を手伝う新潟県赤十字安全奉仕団糸魚川市分団
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２　災害救護体制の強化と充実
　　頻発する自然災害に対し、敏速な対応を実現できるよう救護体制を構築す
るとともに、あらゆる事態を想定した訓練・研修を実施し、救護にあたる人
材の養成並びにレベルアップに取り組みました。

（１）救護員の登録及び常備救護班の編成
※詳細は、資料編：統計「救護員の登録及び常備救護班の編成」に掲載

（２）救護員等の訓練・研修会

　ア　訓　練
　（ア）日本赤十字社（新潟県支部・第２ブロック主催）

名　称 期日・開催地 参加者及び人数 内　容

日本赤十字社新潟県支
部救護員訓練
（事務職対象）

7月 21 日
長岡市

救護班要員（救護班主事）� 9 人
災害対策本部要員� 3 人
血液供給要員　　　� 1 人

救護資機材の
取扱い習熟訓練
他

日本赤十字社新潟県支
部救護員訓練
（医療職対象）

10 月 14 日～ 15 日
新潟市

救護班要員　　　　　� 46 人
災害対策本部要員　　� 2 人
赤十字防災ボランティア　� 3 人

医療救護訓練
ボランティア活
動訓練

日本赤十字社
第２ブロック支部
合同災害救護訓練

11 月 2 日～ 4日
東京都

救護班要員（救護班 1班）� 7 人
災害対策本部要員　　　� 2 人
赤十字防災ボランティア　� 1 人

医療救護訓練

日本赤十字社
第２ブロック支部
先遣隊要員訓練

1月 25 日～ 27 日
新潟県湯沢町

新潟県支部先遣隊要員　　� 2 人 野営訓練
救護資機材の
取扱い習熟訓練
他

日本赤十字社
第２ブロック支部
被災地支部災害救護
訓練

3月 2日
山梨県

新潟県支部災害対策本部要員
　　　　　　� 2 人

被災地支部の災
害対策本部運営
訓練

�
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　（イ）国・自治体等主催

名　称 期日・開催地 参加者及び人数 内　容

国土交通省
姫川・関川総合水防
演習

5月 21 日
糸魚川市

救護班要員（救護班１班）� 6 人
災害対策本部要員　　　　� 2 人
糸魚川市赤十字奉仕団員� 12 人
糸魚川市青海地区赤十字奉仕団員
　　　　　　　　� 12 人
糸魚川市能生地区赤十字奉仕団員
　　　　　　� 10 人
新潟県赤十字安全奉仕団糸魚川
市分団員　　　　　　　　� 5 人

水害時の医療救
護訓練
炊き出し訓練
防災教室

長岡市
総合防災訓練

10 月 23 日
長岡市

長岡赤十字病院DMAT  � 6 人
長岡市赤十字奉仕団与板分団員
長岡アマチュア無線赤十字奉仕
団員
新潟県赤十字安全奉仕団長岡市
分団員

医療救護訓練
炊き出し訓練
無線通信訓練
防災教室

新潟県・新発田市
総合防災訓練

10 月 30 日
新発田市

救護班要員（救護班１班）� 6 人
災害対策本部要員　　　　� 3 人
血液供給要員　　　　　　� 3 人
新発田市赤十字奉仕団員　�24 人
新潟県赤十字安全奉仕団新発田
市分団員　　　　　　　　� 8 人

医療救護訓練
炊き出し訓練　
防災教室　

　イ　研修会

名　称 期日・開催地 参加者及び人数 内　容

日本赤十字社
全国赤十字救護班研修
会（第 1回）

7月 2日～ 4日
兵庫県

【研修指導者】
長岡赤十字病院　医師　� 　1 人
【研修受講者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人

災害時医療救護
活動に関する講
義、実習、総合
シミュレーショ
ン他日本赤十字社

全国赤十字救護班研修
会（第 2回）

8月 20 日～ 22 日
宮城県

【研修指導者】
長岡赤十字病院　医師　　� 3 人
　　　　　　　　看護師　� 1 人
【研修受講者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人
　　　　　　　　看護師　� 1 人
　　　　　　　　事務職  � 2 人

�
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名　称 期日・開催地 参加者及び人数 内　容

日本赤十字社
全国赤十字救護班研修
会（第 3回）

10 月 8 日～ 10 日
東京都

【研修指導者】
長岡赤十字病院　医師　　� 2 人
　　　　　　　　看護師　� 3 人
　　　　　　　　薬剤師　� 1 人
　　　　　　　　事務職　� 1 人
新潟県支部職員　　　　　� 1 人
【研修受講者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人
　　　　　　　　看護師　� 1 人

災害時医療救護
活動に関する講
義、実習、総合
シミュレーショ
ン他

日本赤十字社
災害医療コーディネー
ト研修会（第 1回）

11 月 23 日～ 24 日
東京都

【研修指導者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人
【研修受講者】
長岡赤十字病院　看護師　� 1 人
　　　　　　　　薬剤師　� 1 人
　　　　　　　　事務職　� 1 人

医療救護班の調
整及び他機関と
の調整に関する
講義、グループ
ワーク、総合シ
ミュレーション
他日本赤十字社

災害医療コーディネー
ト研修会（第 2回）

2月 18 日～ 19 日
東京都

【研修指導者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人
【研修受講者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人
　　　　　　　　看護師　� 1 人
新潟県支部職員　　　　　� 1 人

日本赤十字社
こころのケア指導者養
成研修会

12 月 10 日～ 12 日
東京都

【研修受講者】
新潟県支部職員　　　　　� 1 人
長岡赤十字病院　看護師� 1 人

こころのケア研
修会指導スタッ
フの養成

日本赤十字社
原子力対応基礎研修会

2月 22 日
東京都

【研修受講者】
長岡赤十字病院　医師　　� 1 人

緊急被ばく医療
に関する基礎知
識及び放射線防
護資機材取扱い

救護員としての看護師
養成研修会

7月 20 日
長岡市

【研修受講者】
長岡赤十字病院　看護師　�33 人

赤十字救護班看
護師となるため
の知識と技術の
習得
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３　災害救護装備・資機材の整備
　　効果的・効率的な災害救護活動を展開するために、救護員の装備と救護所
資機材の整備を行いました。
　※�保有する資機材等の詳細は、資料編：統計「救護員の登録及び常備救護班の編成」

に掲載

４　救援物資の備蓄と配分
　　避難所等において被災者が応急的に使用する救援物資の備蓄に努めるとと
もに、県内で発生した火災等の罹災者に対しても物資の配分を行いました。
　※�物資の備蓄状況及び配分状況の詳細は、資料編：統計「救援物資備蓄状況」「救援

物資交付状況」に掲載

５　災害死亡者弔慰金の贈呈
　　県内で発生した火災等により亡くなられた２７人のご遺族に対し、弔慰
金を贈呈しました。

６　災害義援金の受付状況
� （平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）

名 称 金　　　額
東日本大震災義援金
平成 28 年熊本地震災害義援金
平成 28 年台風 10 号等災害義援金
平成 28 年鳥取県中部地震災害義援金
平成 28 年新潟県糸魚川市大規模火災義援金

２，６９９，０４４円
８４，３６４，９２３円

５５４，９２１円
４４１，１７１円

１２，９５６，５１３円
合　　　　　計 １０１，０１６，５７２円
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第２　生命と健康を守る講習

１　講習会の開催
（１）救　急　法
　　　病気やけがや災害から自分自身を守り、けが人や急病人（傷病者）を正
しく救助し、医師または救急隊員などに引き渡すまでの救命手当、応急手
当の知識・技術を普及しました。

企　画

講習名

支部・施設 地区・分区・奉仕団 団体依頼 合　　計

回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数）

基礎（単独） 0 （0） 10 （56） 12 （270） 22 （326）

救急員養成 3 （83） 21 （242） 12 （525） 36 （850）

短　　期 9 （240） 18 （1,480） 127 （5,467） 154 （7,187）

資格継続研修 0 （0） 20 （253） 3 （22） 23 （275）

合　　計 12 （323） 69 （2,031） 154 （6,284） 235 （8,638）

（２）水上安全法
　　　水を活用して健康の増進を図るとともに、水の事故から尊い生命を守る
ための知識と技術を普及しました。

企　画

講習名

支部・施設 地区・分区・奉仕団 団体依頼 合　　計

回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数）

救助員Ⅰ養成 0 （0） 1 （20） 0 （0） 1 （20）

救助員Ⅱ養成 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）

短　　期 1 （30） 1 （23） 3 （180） 5 （233）

資格継続研修 2 （12） 1 （6） 0 （0） 3 （18）

合　　計 3 （42） 3 （49） 3 （180） 9 （271）
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（３）健康生活支援講習
　　　健やかな老年期を過ごすための健康維持・増進と、高齢者の自立をめざ
した介護の方法などの知識と技術の講習を普及しました。

企　画

講習名

支　　部 地区・分区、奉仕団 団体依頼 合　　計

回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数）

支 援 員 養 成 3 （37） 1 （4） 0 （0） 4 （41）

資格継続研修 1 （2） 0 （0） 0 （0） 1 （2）

短　　期 1 （68） 22 （336） 6 （588） 29 （992）

災害時高齢者
生活支援講習
※ 再 掲

0 （0） 8 （238） 1 （60） 9 （298）

合　　計 5 （107） 23 （340） 6 （588） 34 （1,035）

（４）幼児安全法
　　�　子どもに起こりやすい病気への対応と、事故の予防や応急手当などの知

識や技術の講習を普及しました。

企　画

講習名

支　　部 地区・分区、奉仕団 団体依頼 合　　計

回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数）

支援員養成 2 （39） 7 （47） 0 （0） 9 （86）

資格継続研修 2 （13） 3 （10） 0 （0） 5 （23）

短　　期 6 （120） 9 （161） 32 （531） 47 （812）

合　　計 10 （172） 19 （218） 32 （531） 61 （921）
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（５）防災啓発プログラム
　　�　自主防災訓練や研修会を通じ、地域で災害時に備えるために、受講者の

希望する内容や時間に合わせて自由に選択し、防災に役立つ知識や技術を
普及しました。

企　画

講習名

支　　部 地区・分区、奉仕団 団体依頼 合　　計

回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数） 回数 （受講者数）

短　　期 0 （0） 2 （124） 9 （922） 11 （1,046）

２　指導員等の育成

区　分 研修会名称 回　数（開催地） 参加人数 主催者

救急法 講師研修会 １回（東京都） ２ 日赤本社

水上安全法
講師研修会 １回（東京都） ０ 日赤本社

指導員研修会 １回（新潟市） １９ 日赤新潟県支部

健康生活支
援講習

講師研修会 １回（東京都） 　　　１ 日赤本社

指導員研修会 １回（新潟市） １４　　日赤新潟県支部

幼児安全法

講師研修会 １回（東京都） ２ 日赤本社

講師養成講習会 １回（東京都） １ 日赤本社

指導員研修会 １回（新潟市） ４１ 日赤新潟県支部

救急法等指導員研修会 ４回
（新潟市・長岡市・上越市・佐渡市） 日赤新潟県支部

３　指導員の資格継続適正審査
　　　救急法等の講習を指導する指導員は、認定証の有効期間（３年）ごとに
資格の更新手続きを行います。この内、資格の更新が３回目毎にあたる指
導員は、日本赤十字社救急法等講習規則施行細則に基づいて、必要な審査
を受けます。

　　　この制度は平成１８年度から導入されており、平成２８年度は救急法指
導員７名、水上安全法指導員15名を対象に資格継続適正審査を実施し、全
員が適性と認められ資格を継続しました。

－ 10 －



４　講習イベント
（１）ＴｅＮＹみんなの防災フェア２０１６
　�　１０月１日（土）～２日（日）に株式会社テレビ新潟放送網（ＴｅＮＹ）
の主催で、ハイブ長岡で実施されました。赤十字安全奉仕団長岡市分団と
長岡赤十字看護専門学校の青年赤十字奉仕団の協力のもと、一般の方を対象
に「ＡＥＤ講習」や「風呂敷を使った防災ずきん」、「キッズフォトコーナ
ー」、「救急車への試乗体験」などを行いました。

（２）介護・健康フェア２０１６
　�　１１月１３日（日）朱鷺メッセを会場に、新潟日報社・新潟県社会福祉
協議会・新潟市社会福祉協議会が主催した「介護・福祉フェア」のイベン
トにおいて、日本赤十字社が実施している健康生活支援講習への理解・促
進を図ることを目的に参画しました。毛布を使ったガウンやホットタオル
等災害時に役立つ、高齢者生活支援のミニ講習を行いました。また「災害
通信指令車の展示」等のブースを通じ赤十字活動の理解・促進を行いまし
た。

…

キッズフォトコーナー ＡＥＤ講習コーナー

健康生活支援講習の紹介 健康生活支援講習の実演
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第３　国　際　活　動

１　日本赤十字社が実施する国際開発協力事業への参加

対　象　国 事　業　内　容 金　　　額

ベトナム
沿岸地域の国土保全
植林による災害対策自然環境
復元事業

５００，０００円

ケニア

地域保健師及びボランティア
を軸とした住民ネットワーク
の強化等、保健医療サービス
へのアクセスを向上させるこ
とを目的とした保健衛生事業

５００，０００円

　　　　　

２　海外救援金の受付状況
（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）

名 称 金　　　額

中東人道危機救援金
2016 年エクアドル地震救援金
2016 年イタリア中部地震救援金
2016 年ハイチハリケーン救援金
ＮＨＫ海外たすけあい
海外無指定救援金

３１，０５９円
３，３５１円

３１，７４４円
５４０円

７，０２４，９９０円
４６７円

合　　　　　計 ７，０９２，１５１円

　※�「ＮＨＫ海外たすけあい」は１２月１日～１２月２５日まで、日本赤十字社、日本
放送協会（ＮＨＫ）、社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団との共催で実施したもの
です。

生い茂るマングローブ　＠クァンニン省 巡回診療（栄養状態測定）
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第４　赤 十 字 ボ ラ ン テ ィ ア

新潟県内では、約６，５００人の方々が赤十字ボランティアとして活動して
います。ボランティアの方々は、各地域の赤十字奉仕団等に所属され、災害時
には、救援物資の配布や義援金の募集など、各種救護支援活動にあたるととも
に、日常は高齢者福祉活動をはじめ、赤十字思想の普及や活動資金への協力呼
びかけなど幅広い活動に取り組んでいます。
赤十字ボランティアは、赤十字の理念を実現するための重要なパートナーです。

１　赤十字奉仕団
（１）糸魚川市大規模火災における対応
�　平成２８年１２月２２日（木）に発生した糸魚川市大規模火災において
は、糸魚川市内の赤十字奉仕団がいち早く活動を展開しました。日赤糸魚
川市地区と連携した救援物資の配分を始め、糸魚川市社会福祉協議会が立
ち上げた災害ボランティアセンターの運営補助、ボランティアの安全管理
など、様々な支援活動を実施しました。
�　また、応急対応終了後もボランティアセンターの補助活動に引き続き従
事し、被災者支援活動に取り組みました。
�　なお、糸魚川市内の奉仕団の他にも、県内各地の奉仕団が義援金募集活
動を中心とした被災地支援の活動にあたっています。

ア　新潟県赤十字安全奉仕団糸魚川市分団
　　活動期間　１２月２２日～１２月３０日及び１月４日～１月９日
活動人数　延べ５０人程度

　　活動内容　救援物資の配布、災害ボランティアセンター運営支援、ボラ
ンティアの安全管理　等

救援物資を運搬する奉仕団員 作業にあたるボランティアの安全管理
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　イ　糸魚川市赤十字奉仕団　
　　　糸魚川市能生地区赤十字奉仕団　
　　　糸魚川市青海地区赤十字奉仕団　

　　　活動期間　１２月３１日～２月２８日
　　　活動人数　３団合計　延べ１６１人
　　　活動内容　支援物資の仕分け作業と被災者への配布　等

　ウ　県内奉仕団による義援金募集活動

（２）会議・研修会
　　�　当支部では、奉仕団活動の推進を図るため、各種の会議や研修会を開催

し、活動推進につながる情報提供や各種活動に必要な知識と技術の伝達に
努めています。平成２８年度においても、会議や研修会を通して、奉仕団
活動の活性化を図りました。

　　※�開催状況等の詳細については、資料編「奉仕団の育成関係会議・研修会」にて記載。

赤十字ボランティアリーダーシップ研修
会におけるグループワーク

青年赤十字奉仕団による夏期防災キャン
プでのハイゼックス炊飯袋の実習

青年赤十字奉仕団員による義援金募集活動
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（３）救護・防災訓練参加
�　赤十字奉仕団の方々には各地域における防災訓練や支部が協力を依頼す
る救護訓練に参加いただいています。訓練を実施し参加することで、災害
時には円滑な救護活動・支援活動を行うことができます。糸魚川市大規模
火災においてもこうした訓練を実施していたことにより、支援活動を円滑
にしたという成果が生まれました。

　ア　国土交通省　姫川・関川水防演習
　　　期　日　　　５月２１日（土）
　　　会　場　　　姫川河川敷（糸魚川市）
　　　参加奉仕団　糸魚川市赤十字奉仕団
　　　　　　　　　糸魚川市能生地区赤十字奉仕団
　　　　　　　　　糸魚川市青海地区赤十字奉仕団
　　　　　　　　　新潟県赤十字安全奉仕団　糸魚川市分団

　イ　新潟県・新発田市総合防災訓練
　　　期　日　　　１０月３０日（日）
　　　会　場　　　アイネス新発田（新発田市）
　　　参加奉仕団　新発田市赤十字奉仕団
　　　　　　　　　新潟県赤十字安全奉仕団新発田市分団

　ウ　日本赤十字社第２ブロック先遣要員訓練
　　　期　日　　　１月２５日（水）～２７日（金）
　　　会　場　　　旧　三俣小学校（湯沢町）
　　　参加奉仕団　湯沢町赤十字奉仕団

　エ　その他　各地区分区が主催する防災訓練への赤十字奉仕団による参加

赤十字奉仕団による
炊き出し訓練

第２ブロック先遣要員
との合同訓練
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２　赤十字防災ボランティアの育成と養成
現在、当支部では赤十字防災ボランティアリーダー４名、地区リーダー
４４名の計４８名の方々が赤十字防災ボランティアとしてご登録されていま
す。東日本大震災をはじめ、近年では糸魚川市大規模火災において、特に発
災初期の情報収集やボランティアのコーディネートにあたっています。当支
部では今後も、赤十字防災ボランティアの養成・育成を継続し災害時に備え
た体制を整えていきます。

（１）赤十字防災ボランティア活動推進検討委員会
　　�　赤十字防災ボランティアの育成や活動内容について検討・協議するた　

め、赤十字防災ボランティアリーダーをはじめとした各奉仕団の代表者に
よる会議を開催しています。

区　分 期　　　日 会　　　　　　　場

第１回 ７月　２日（土） 新潟県赤十字会館　５階　大会議室

第２回 ８月１９日（金） 入徳館野外研修場

第３回 ２月１１日（土） 新潟県赤十字会館　５階　大会議室

（２）赤十字防災ボランティア地区リーダー研修会（兼　地区リーダー養成研修会）
　　�　平成２６年度より再始動した同研修会は、実際の災害発生時を想定し　

たものとして年々レベルアップしています。赤十字防災ボランティアの
方々にこうした実践に即した研修に参加していただくことで、災害発生時
の迅速な行動につなげています。２８年度は、新たに３人の地区リーダー
が誕生しました。

　　　　期　日　　８月２０日（土）～２１日（日）
　　　　会　場　　入徳館野外研修場（新潟市西蒲区）
　　　　参加者　　赤十字防災ボランティア登録者及び候補者　３６人

災害ボランティアセンターを想定したボ
ランティア受入訓練の様子

救護資機材の取扱い実習
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３　赤十字奉仕団による子ども支援活動
　�　子ども・若者育成支援推進法（平成２１年７月８日法律第７１号）の目的
に賛同し、児童養護施設の子どもたちを対象に、青年赤十字奉仕団が中心と
なって支援活動を行いました。

　　せきじゅうじ 花絵アクション
　　　期　日　　４月２３日（土）
　　　会　場　　新発田市（花摘み）、長岡市・上越市（花絵作製）
　　　参加者　　児童２２人　赤十字ボランティア２０人
　　　内　容　　�児童養護施設（２施設）に入所している児童と奉仕団員が、

県の花「チューリップ」を使って花絵を作製。

災害時の炊き出し実習 避難所運営についての机上演習

花絵作製の様子 完成した花絵
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第５　青 少 年 赤 十 字

県内の青少年赤十字加盟校（小・中・高校）及びこども赤十字加盟園（幼稚
園・保育園）の園児・児童・生徒が学校生活や日常生活の中で、人のいのちの
大切さを学び、思いやりの心と自主自律の態度を育むことをねらいとして、
様々な活動に取り組みました。
　また支部から加盟校及び園に対し、活動に必要なリソースを提供し、活性化
を図りました。

１　人材及び教材等の支援
（１）「防災教育」への支援
　　�　防災意識を広め高めることのできる青少年を育てる

ため、防災教育プログラム「まもるいのちひろめる
ぼうさい」の活用を学校教育現場で活用されるよう進
めるとともに、防災教育授業、トレーニングセンター
（夏期研修会）等に職員や赤十字ボランティアを派遣
しました。

全校集会で災害からいのちを守る講義 トレーニングセンターでの炊き出し体験
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（２）キャリア教育への支援
　　�　児童・生徒が「夢や目標について自ら考え、課題を見つけ、選択できる

力を育てること」を目標に、地域パートナーシップを組むプロスポーツチ
ーム（新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ）からの協力を得て、
加盟校へ選手の派遣を行い、特別授業を実施しました。

（３）「国際理解」への支援
　　�　インターネット電話を活用し、新潟とネパールの同世代の子どもたちと

交流できるプログラムを実施しました。お互いに学校での流行や興味があ
ること、地震災害を経験して学んだことなどを幅広い分野でコミュニケー
ションを図りました。

　

  　　　　　　　　    

自分の夢と目標を語る選手 キャッチボールによる選手と児童との交流

積極的に意見を発言する新潟のメンバー ネパールのメンバー
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（４）教材及び資材の提供
　　ア�　青少年赤十字加盟校に対し、子ども向けの教材（青少年赤十字機関

紙）や教職員向け機関紙（指導情報）等の教材を提供しました。
　　　�　また、こども赤十字加盟園に対し、教材となる絵本を提供するととも

に、通園かばんに付けるネームプレートを配布しました。
　　イ�　青少年赤十字加盟校の小学校１年生に

対し、災害時に適切な行動をとることが
できるよう「赤十字防災かるた」を寄贈
しました。これは、子ども達が、繰り返
し遊ぶことで、読み札の内容を覚え、身
につくことを期待し当支部が独自に作製
したかるたです。

　　　�　また、県内の赤十字奉仕団等へジャン
ボかるたの貸し出しを行いました。

２　加盟校等の普及及び活動推進方策の協議
　　支部嘱託指導講師による学校訪問を行い、青少年赤十字活動の周知と理解
促進を図るとともに、本社・第２ブロック支部が主催する会議や研修会に、
加盟校等の教職員から参加を得て、今後の活動推進方策について協議・検討
を行いました。
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第６　広　報　活　動

　赤十字の使命と役割、活動内容等について周知し、赤十字に対する県民から
の一層の理解と協力を得ることを目的として、様々な広報媒体やイベント等の
機会を通じて広報活動を行いました。

１　市町村等との連携による広報活動
（１）赤十字ＰＲポスター、広報紙
　　ア　赤十字ＰＲポスター
　　　（ア）自治・町内会の掲示板等への掲示
　　　（イ）企業・団体等への掲示
　　イ　赤十字ＰＲ広報紙
　　　（ア）自治・町内会を通じて、県内全世帯へ個別配布
　　　（イ）イベントや講習会等を通じて、参加者へ配布

（２）活動内容等の情報提供
　　ア　市町村広報誌等へのイベント情報等の提供
　　イ　赤十字新聞の送付（本社作成　毎月発行）
　　ウ　「日赤にいがた」広報紙の送付（当支部作成　年１回発行）

（３）赤十字ＰＲブースの出展
　　ア　地区・分区の赤十字デーの行事
　　　（ア）第１９回 新潟市民健康福祉まつり（新潟市一日赤十字デー）
　　　（イ）第１９回 福島潟自然文化祭（新潟市北区一日赤十字デー）
　　　（ウ）第１０回 東区区民ふれあい祭（新潟市東区一日赤十字デー）
　　　（エ）第１９回 ふれ愛春まつり（新潟市江南区一日赤十字デー）
　　　（オ）第１５回 にいつ花ふるフェスタ（新潟市秋葉区一日赤十字デー）
　　　（カ）南区凧フェスティバル＆産業まつり（新潟市南区一日赤十字デー）
　　　（キ）西っ子ふゆまつり（新潟市西区一日赤十字デー）
　　　（ク）越後にしかわ時代激まつり（新潟市西蒲区一日赤十字デー）
　　イ　長岡赤十字看護専門学校「むつみ祭」
　　ウ　各種団体、町内会等が実施する行事
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２　マスメディアを通じた広報活動

　　赤十字活動PRおよび活動資金への協力依頼を行いました。
（１）新聞　 記事広告（全７段モノクロ）７月２３日 新潟日報朝刊
　　　　　　

イベントでの赤十字事業 PR 一日赤十字デーにおける救急法の体験
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（２）テレビ 記事広告
　　・放送日　１１月１９日　UX「ランランUX」紹介：60秒
　　　　　　　１１月２９日　TeNY「Oh！すすめTeNY」紹介：60秒
　　　　　　　１１月３０日　BSN「とれたて情報館」紹介：60秒
　　　　　

　

　　・放送日：１１月２２日　NST「情報LIVE グッディ」紹介：60秒
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（３）新聞折込（第２ブロック支部広報共同事業）
　　・１２月４日 新潟日報朝刊内における振込用紙付新聞折込広告

３　プロスポーツチームとのパートナーシップによる広報活動

　�　県内プロスポーツチーム（新潟ア
ルビレックス・ベースボール・クラ
ブ）とパートナーシップを組み、社
会貢献活動と広報活動を実施しまし
た。

　�　また、選手を対象としたＡＥＤ講
習会を行いました。

※�BCリーグにおけるAED普及活動は、「ミキト AED プロジェクト」と呼ばれ、2006年
7月、少年野球の試合前に急性心不全で亡くなった水島樹人君の悲劇を繰り返さないた
めの活動です。

選手によるAED普及活動＊
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４　インターネットを活用した広報活動
　　当支部ホームページ等を活用し、タイムリーな情報提供に努めました。
　　（１）当支部主催のイベント告知
　　（２）日赤地区分区が実施するイベント等の告知
　　（３）当支部並びに日赤地区分区が行った事業報告等
　　（４）国内義援金、海外救援金募集案内及び実績報告

５　広報資材の配布
　　赤十字運動月間及びイベント等でＰＲ資材を配布しました。
　　（１）赤十字ポスター、赤十字ＰＲチラシ
　　（２）ポケットティッシュ、救急絆創膏
　　（３）赤十字×ハローキティ グッズ

第７　交通安全帽交付事業

児童を交通事故から守るとともに、地域、家族ぐるみの交通安全意識を啓発
することを目的に、小学校新入学児童に対して「黄色い交通安全帽」を交付し
ました。
　　

１　交付数			  約２０，０００個

２　事業実施主体	� 新潟県交通安全帽交付
				    事業協議会
　　（�新潟県、市町村、日赤県支部の三者で構成）
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第８　活  動  資  金  の  確  保

１　社員制度（赤十字会員）の普及推進
　�　個人社員数は、前年度に比して１．４％、５，５９１人の減少となり、法
人社員数は、前年度に比して５．１％、１１６社の減少となりました。

区　　　分
平成 28 年度 平成 27 年度 増　減 前年度比

（A） 人 / 社 （B）人 /社 （A)-(B）人 /社 （A)/(B）％

個人社員数 400,975 406,566 △ 5,591 98.6

法人社員数 2,168 2,284 △ 116 94.9

合　　　計 403,143 408,850 △ 5,707 98.6

２　活動資金（社費・寄付金）
　�　社資収入は、前年度に比して１３．６％、４０，４０３，７８３円増の
３３６，９８０，７００円となりました。

社資（社費・寄付金）実績額一覧

区　　　分
平成 28 年度 平成 27 年度 増　減 前年度比

（A）　円 （B） 円 （A)-(B） 円 （A)/(B）％

個人社資　① 278,699,740 265,663,933 13,035,807 104.9

（1）地区分区扱 250,137,226 252,071,792 △ 1,934,566 99.2

（2）支部扱 22,951,042 7,971,141 14,979,901 287.9

　（内訳）寄付金 22,425,723 7,463,240 14,962,483 300.5

　　　　　募金型自販機 525,319 507,901 17,418 103.4

（3）口座引落 3,450,000 3,482,000 △ 32,000 99.1

（4）クレジットカード決済 2,161,472 2,139,000 22,472 101.1

法人社資　② 58,280,960 30,912,984 27,367,976 188.5

小　計　①＋② 336,980,700 296,576,917 40,403,783 113.6

海外救援金　③
（地方税法指定寄付金）※ ― 7,203,018 7,203,018 ―

合　計　①＋②＋③ 336,980,700 303,779,935 33,200,765 110.9

※�支部国際活動基金に積み立てられる救援金については、個人住民税の寄付金税額控除の
対象となるため、指定事業社資収入に計上される。	
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３　企業・団体とのパートナーシップ制度
　�　赤十字活動資金への協力額に応じて、社会貢献プレートの贈呈や当支部ホ
ームページへの掲載を行い、企業・団体の皆様とのパートナーシップによる
活動資金の確保に努めました。

　・社会貢献プレート（協力額３万円以上の企業・団体へ贈呈）
　 【平成２８年度実績：１１５ 社（団体）】　

　・当支部ホームページ（協力額１０万円以上の企業・団体名を掲載）
 　【平成２８年度末現在：２９社（団体）】　
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４　ハッピースマイルベンダー（募金型自動販売機）
　�　企業との協働により、募金型自動販売機の設置を推進し、活動資金の確保
に努めました。

【平成２８年度末現在 設置台数：４５台】

募金型自動販売機
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第９　医　療　事　業

　長岡赤十字病院においては、多様化する医療のニーズに対応しながら、地域
医療支援病院や救命救急センター・総合周産期母子医療センター・基幹災害拠
点病院等をはじめとする高度で専門的かつ安全・安心な医療の提供に努めてま
いりました。

第１０　看　護　師　養　成

　長岡赤十字看護専門学校においては、医療に対する国民のニーズが拡大・多
様化してきていることから、保健医療の分野で幅広く活躍できる資質の優れ
た看護実践者を育成し、災害時の救護活動にも対応できる看護師を養成しまし
た。

学　　年 １年生 ２年生 ３年生 計

学生数（人） ４９ ４４ ４５ １３８

第１１　血　液　事　業

　新潟県赤十字血液センターにおいては、「血液法」等の関係法令を遵守し、
安全な血液製剤の安定供給の確保及び献血者の安全確保に努めました。
　献血者数は、輸血による副作用軽減を目的として４００ｍL献血率の向上等
に取り組み、８８，９７７人（前年度比９９．６％）で３８９人の微減となり
ましたが、効率的な事業運営を推進しました。

　また、血液製剤供給数は、３３９，９７７単位（前年度比９５．３％）と減
少しましたが、医療機関からの要請には不足することなく安定的に供給するこ
とができました。
　今後についても、一層効率的な事業運営に取り組んでまいります。
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